
公開シンポジウム

7⽉1⽇ 13:00-17:00
2023年

名古屋⼤学⽂学部 127講義室（オンライン同時配信）

13:00－13:05 周藤芳幸「開会の辞」
13:05－13:35 花坂哲「2022年度アコリス遺跡南区調査」
13:35－14:05 和⽥浩⼀郎「2022年度調査出⼟の護符について」
14:05－14:35 辻村純代「出⼟⼈⾻のCT・X線調査について」
14:35－15:05 髙橋亮介・内⽥杉彦・⼩川拓郎「2022年度ニューメニア採⽯

場調査」
（休憩）

15:15－15:45 ⻄本真⼀「オベリスクの計画⽅法」
15:45－16:15 安岡義⽂「アコリスのシストルム柱頭とイオニア柱頭」
16:15－16:45 岡部睦「グレコ・ローマン時代のエジプトにおける所謂「イ

シス神官」のテラコッタ像について —アコリス遺跡出⼟資料
の形態分析を中⼼に」

16:45－17:00 総括

（※終了後、アコリス遺跡調査関係者は、総会及び2023年夏季調査の打ち合わせを⾏い
ますので、そのままお残りください）

名古屋⼤学⼈類⽂化遺産テクスト学研究センター
周藤芳幸 yoshisuto@nagoya-u.jp

2023年度 科研費 基盤研究（A）「古代地中海世界における
知の動態と⽂化的記憶」（研究代表者 周藤芳幸）

主催︓アコリス遺跡考古学調査団
お問い合わせ 

⼟


